
 

 

 

 

                                                             

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校における組立体操実施にあたり、「組立体操を安全に実施するた

めの指導時における注意点及び実技指導」と題して小学校むけ 2 回、中

学校むけ 2回の合計４回の研修を実施しています。 

中学校むけは、第１回を６月 29 日に教育サポートセンターにて、講

師に北側正廣先生（八尾市立高安幼稚園長）を迎え実施しました。北側

先生が八尾市の保健体育科教員として培われたノウハウを基に、「安全

第一」の組立体操の技術や、指導上の注意点及び心構えについて、実技

を交えながら細かく指導いただきました。いずれの研修においても、受

講した教員は、真剣な姿勢で一つひとつの注意点や技術を学んでいまし

た。 

小学校むけは、第１回を 7 月 20 日に、第２回を７月 25 日に八尾市

立安中小学校にて、今岡誠司教育総務部次長を講師に迎え実施します。

今岡次長が小学校教員として重ねて来られた研究や実践を基に、安全対

策の充実、安全最優先の演技種目・構成、補助の対応等について、実技

を交えた指導をしていただきます。 

 

 

  

 

適応指導教室「さわやかルーム」は、学校へ行こうと思っても行くことができない状態にある、八尾

市立の小・中学校に通う児童生徒に、安心できる空間を提供し、様々な活動を通じて、自立と集団へ

の適応力を高めていくことで、学校復帰を支援しています。学習活動の他にも、心身のリフレッシュや

社会体験をするために、定期的に室外活動を実施しています。 

1学期の室外活動は、7月７日（金）に歴史民俗資料館およびしおんじやま古墳学習館に行きました。

曇り空のもと、教育サポートセンターから近鉄八尾駅まで歩き、電車に乗ってまずは歴史民俗資料館へ

向かいました。資料館の見学を終え、徒歩で心合寺山古墳に行き、みんなで昼食をとったあと、学習館

を見学しました。資料館や学習館では、学芸員の方の説明を真剣に聞き、時折出される質問にもしっか

りと考え、答えていました。家族以外との外出が久しぶりの生徒もいましたが、それぞれに楽しみ、よ

い思い出となったようでした。帰りは、近鉄バスに乗り河内山本駅へ、そして電車に乗り換え近鉄八尾、

サポートセンターまで戻ってきまし

た。初めてバスを利用する生徒もおり、

いつお金を払うのか、どうやって両替

するのか、と戸惑っている様子がうか

がえました。帰りは日差しがきつくな

り、とても暑い中でしたが、疲れた様

子を見せつつも、楽しくおしゃべりを

しながら歩いている姿がとても印象

的でした。 

 

 

 さわやかルーム室外活動 

  

組立体操研修 

 

  



 

 

 「先輩に学ぶ～授業の知恵袋～」研修は、初任者、初めて八尾市に勤務する講師、経験年数の浅い教

員を対象に、実施しています。受講生は、指導教諭の授業を参観し、子どもたちにとって、よりよい授

業とはどんな授業なのかを真剣に考えました。 

指導教諭の授業では、子どもたちが気持ちを切り替え授業に集中できる雰囲気づくりや、子どもが自

ら疑問をもち考えを深めることのできる教材、的確な言葉によるわかりやすい問いかけ、理解しやすい

ようにまとめられた板書など、多くの工夫がみられました。 

授業後は、指導教諭から、授業や日頃の学級運営について説

明があり、受講者からは、多くの質問がでました。研修後には、

受講生から、「具体的な、子どもへの問いかけ方がわかり、明

日から生かしたいと思いました。」「４月からの毎日の声掛け

の積み重ねにより、安心して学び合える関係がつくられること

を改めて実感しました。」「わたしも、今日のような、一人ひ

とりが自分の考えをもち、グループで意見を練り合い、クラス

全体で互いの意見を認め合い、深めていく授業を目標に、教材

研究や学級運営に励みます。」などの感想が寄せられました。 

指導教諭から、たくさんの「知恵」を学び、非常に学びの多

い研修となりました。 

 

 

 

 ICT基礎研修は、初任者及び他市からの転任者を対象とし、①学校での業務に関わる個人情報とその

適切な取り扱い、②八尾市の学校 ICT環境の説明と使い方 等について学ぶものです。今年度は、小学

校向けと中学校向けの２日に分けて実施しました（６／２７小学校、６／２９中学校）。 

 ①個人情報の適切な取り扱いについては、全国で USB メモリや紙の資料の紛失により児童生徒の成

績等の個人情報の流出が起こっていること、ひったくりや車上荒らしの被害にあった際、カバンに入れ

ていた個人情報も一緒に盗まれてしまうケースもあることなどから、どんなに気を付けていても、個人

情報を学校外に持ち出すことが流出につながることを学びました。また、個人情報の持ち帰りにつなが

るので、私物のスマートフォンやデジタルカメラ等を授業で使用せず、学校にある機器を使用すること

を確認しました。29 日の中学校向けの研修では、シンクライアントシステム及び校務支援システムの

概要と個人情報を扱う校務における適切な利用について改めて確認しました。 

 ②八尾市の学校 ICT環境については、コンピュータ室に教師用１台と合わせて４１台配備されている

タブレット端末の基本操作と授業での活用方法を、実際にタブレット端末を使った実習で学びました。

タブレット端末には授業支援ソフトが入っていて、簡単に児童生徒からアンケートを取る機能や、いっ

たん作業の手を止めて話を聞けるよう児童生徒用端末をロックする機能などがあり、受講者からは「タ

ブレット端末の便利な機能をいろいろと知ることができたので、さっそく授業で活用したい」といった

感想が寄せられました。 

 

 

 

日 時：平成 2９年 8月２９日（火）13：10～16：25 

場 所：八尾市文化会館（プリズムホール）小ホール 

テーマ：確かな学力の育成に向けて 

 ～『ねばり強い子どもの育成』について考える～ 

内 容：・オープニング「河内音頭 DANCE」 

（八尾市立東中学校・八尾のこども音頭大使） 

・学校の取り組み紹介 

（八尾市立桂小学校・八尾市立北山本小学校・八尾市立桂中学校） 

    ・平成 28年度英語暗誦大会（審査員特別賞受賞者によるスピーチ） 

    ・平成 28年度なわとび名人検定 なわとびチャレンジ 

    ・報告とパネルディスカッション『ねばり強い子どもの育成』について考える 

 ～全国学力・学習状況調査より～（八尾市教育委員会・八尾市立学校生徒会等） 

教育フォーラム 2017（ご案内） 

先輩に学ぶ～授業の知恵袋～ 

 

  

初任者研修④ICT基礎研修（小・中） 
 


